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「
桃
太
郎
」
物
草
双
紙
考
松
原
哲
子
は
じ
め
に
草
双
紙
の
流
れ
を
大
掴
み
に
す
る
際
、
現
在
の
文
学
史
で
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
を
境
に
前
後
を
分
割
す
る
方
法
を
と
る
。
こ
れ
は
黄
表
紙
評
判
記
『
菊
寿
草
』
序
文
（
天
明
元
年
〈
一
七
八
一
〉
刊
、
宇
鱗
著
、
大
田
南
畝
跋
）
に
み
え
る
、『
金
々
先
生
栄
花
夢
』（
恋
川
春
町
作
・
画
、
鱗
形
屋
板
）
の
刊
行
を
機
に
鱗
形
屋
板
草
双
紙
の
性
質
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
う
記
事
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
区
分
は
鱗
形
屋
板
草
双
紙
の
変
遷
に
基
づ
い
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
え
、
他
の
板
元
の
も
の
を
含
め
た
草
双
紙
全
体
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
と
断
定
で
き
な
い
と
い
う
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、『
菊
寿
草
』
の
記
載
以
外
に
も
、『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
以
降
、
そ
れ
ま
で
草
双
紙
の
担
い
手
で
は
な
か
っ
た
新
し
い
作
者
に
よ
っ
て
続
々
と
生
み
出
さ
れ
た
草
双
紙
を
、
既
存
の
作
者
の
も
の
と
分
け
る
と
い
う
認
識
を
、
作
品
中
に
示
す
草
双
紙
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
刊
『
手
前
勝
手
／
御
存
商
売
物
』（
山
東
京
伝
作
・
北
尾
政
演
画
、
鶴
屋
板
）
は
、
江
戸
の
絵
草
紙
屋
の
勢
力
争
い
を
描
い
た
異
類
物
で
、
作
中
、
上
方
下
り
の
八
文
字
屋
本
と
行
成
表
紙
絵
本
が
、
江
戸
の
青
本
（
黄
表
紙
を
指
す
）
や
洒
落
本
な
ど
の
流
行
を
ね
た
み
、
赤
本
・
黒
本
を
利
用
し
て
青
本
た
ち
を
陥
れ
よ
う
と
す
る
。
既
に
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
赤
本
・
黒
本
は
八
文
字
屋
本
た
ち
の
口
車
に
乗
っ
て
し
ま
う
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
刊
『
草
双
紙
年
代
記
』（
岸
田
杜
芳
作
、
北
尾
政
演
画
、
泉
市
板
）
は
、
小
野
小
町
の
雨
乞
い
伝
説
を
題
材
に
、
―３４―
各
場
面
毎
に
異
な
る
作
者
と
絵
師
を
設
定
し
て
書
き
入
れ
や
画
風
を
変
え
て
い
る
。
前
半
は
鱗
形
屋
板
で
鳥
居
派
の
絵
師
、
富
川
吟
雪
、
丸
小
板
で
丈
阿
と
い
う
展
開
で
黒
本
青
本
の
設
定
と
な
っ
て
お
り
、
後
半
で
物
語
の
舞
台
が
転
じ
た
後
は
、
恋
川
春
町
・
伊
庭
可
笑
・
芝
全
交
・
南
陀
伽
紫
蘭
・
市
場
通
笑
・
朋
誠
堂
喜
三
二
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
黄
表
紙
作
者
の
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
作
品
の
よ
う
に
、
草
創
期
か
ら
作
品
刊
行
当
時
に
至
る
ま
で
の
草
双
紙
の
変
遷
を
強
く
意
識
し
た
、
年
代
記
的
な
要
素
を
持
つ
草
双
紙
で
は
、
赤
本
や
黒
本
と
い
っ
た
初
期
草
双
紙
の
作
り
手
に
よ
る
作
品
と
、
新
興
の
黄
表
紙
作
者
の
作
品
と
を
別
個
の
も
の
と
す
る
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
注
１
。
ま
た
、
他
の
黄
表
紙
に
お
い
て
も
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
刊
『
従
夫
以
来
記
』（
竹
杖
為
軽
作
、
喜
多
川
歌
麿
画
、
蔦
屋
板
）
に
み
え
る
、「
丈
阿
が
そ
う
し
に
大
木
の
切
口
で
ふ
と
い
の
根
と
き
て
が
て
ん
か


な
ど
ゝ
申
は
い
た
つ
て
の
古
ぶ
ん
じ
て
」
の
よ
う
に
、
黒
本
青
本
の
作
者
や
そ
の
作
品
を
古
く
さ
い
も
の
、
懐
か
し
い
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
る
例
が
目
立
つ
。
よ
っ
て
、
黄
表
紙
の
作
中
で
の
赤
本
・
黒
本
へ
の
評
価
を
見
る
限
り
、
草
双
紙
が
黄
表
紙
時
代
に
入
っ
て
変
質
し
た
と
い
う
文
学
史
で
の
位
置
付
け
は
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
例
は
、
大
田
南
畝
・
恋
川
春
町
・
山
東
京
伝
と
い
っ
た
、
そ
れ
ま
で
の
草
双
紙
の
担
い
手
で
は
な
か
っ
た
人
々
が
作
品
中
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。「
赤
本
・
黒
本
青
本＝
古
く
さ
い
、
懐
か
し
い
も
の
」
と
い
う
表
現
が
黄
表
紙
に
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
象
は
、
こ
れ
が
趣
向
の
ひ
と
つ
と
し
て
定
型
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
草
双
紙
の
実
態
そ
の
も
の
を
示
す
も
の
で
は
な
い
注
２
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
赤
本
・
黒
本
青
本
・
黄
表
紙
ま
で
の
草
双
紙
の
様
相
を
探
る
試
み
と
し
て
、
草
双
紙
全
般
に
亘
っ
て
材
に
採
ら
れ
た
「
桃
太
郎
」
の
草
双
紙
を
取
り
上
げ
、
検
討
す
る
。
一
「
桃
太
郎
」
物
の
赤
本
・
黒
本
青
本
・
黄
表
紙
「
桃
太
郎
」
を
題
材
に
採
っ
た
り
、
趣
向
に
取
り
入
れ
て
い
る
草
双
紙
に
関
す
る
研
究
は
、
先
学
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も
、
内
ケ
崎
有
里
子
著
『
江
戸
期
昔
話
絵
本
の
研
究
と
資
料
』
（
平
成
十
一
年
、
三
弥
井
書
店
）
は
、「
桃
太
郎
」「
舌
切
雀
」「
花
咲
爺
」「
か
ち
か
ち
山
」「
猿
蟹
合
戦
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
五
大
昔
話
」
を
題
材
と
す
る
草
双
紙
つ
い
て
、
そ
の
昔
話
絵
本
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
を
中
心
に
、「
桃
太
郎
」
の
世
界
を
何
ら
か
の
形
で
作
中
に
摂
取
し
て
い
る
、
赤
本
か
ら
黄
表
紙
ま
で
の
草
双
紙
を
挙
げ
て
み
た
い
。
書
名
の
上
に
○
印
を
付
し
た
も
の
は
『
江
戸
期
昔
話
絵
本
の
研
究
―３５―
と
資
料
』
で
、
内
ケ
崎
氏
が
「
桃
太
郎
」
の
型
（
婆
が
川
で
桃
を
拾
う
、
桃
太
郎
誕
生
、
桃
太
郎
力
自
慢
、
猿
・
犬
・
雉
を
供
に
す
る
、
鬼
退
治
）
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
た
も
の
、
●
印
は
同
氏
が
発
端
噺
や
後
日
噺
な
ど
、「
桃
太
郎
」
噺
の
広
が
り
の
定
着
を
反
映
さ
せ
た
も
の
と
し
て
紹
介
し
た
も
の
を
指
す
。
ま
た
、
★
印
は
同
書
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
黄
表
紙
総
覧
』（『
日
本
書
誌
学
大
系
』
四
十
八
、
昭
和
六
十
一
年
、
青
裳
堂
書
店
）
等
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
桃
太
郎
を
趣
向
や
題
材
に
採
っ
て
い
る
と
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
刊
年
、
書
名
、
巻
数
、
画
作
者
名
、
板
元
の
順
に
整
理
し
、
最
後
に
そ
の
内
容
を
簡
略
に
示
し
た
。
刊
年
未
詳
（
赤
本
）
○
『
む
か
し


の
桃
太
郎
』（
一
巻
、
藤
田
秀
素
筆
、
稀
書
複
製
會
本
）
↓
「
桃
太
郎
」
の
基
本
の
形
に
忠
実
な
も
の
。
○
※
安
永
六
年
刊
『
再
板
／
桃
太
郎
昔
語
』
と
同
板
の
先
行
の
赤
本
が
刊
行
さ
れ
た
か
。
宝
暦
九
ま
た
は
十
一
年
（
一
七
五
九
・
一
七
六
一
）
●
『
後
日
／
百
太
郎
寿
草
紙
』（
三
巻
、
鳥
居
清
満
画
、
鱗
形
屋
板
注
３
）
↓
百
太
老
の
娘
桃
園
は
、
日
ご
ろ
雉
や
犬
に
な
つ
か
れ
て
い
る
。
隣
人
の
ふ
た
ま
す
婆
は
息
子
五
喜
平
を
桃
園
の
婿
に
と
望
む
が
、
桃
園
は
「
弥
助
」
と
名
を
変
え
、
身
を
や
つ
し
た
平
惟
盛
と
恋
仲
で
あ
る
。
最
後
は
雉
・
犬
に
加
え
、
五
喜
平
の
飼
っ
て
い
た
猿
も
桃
園
に
味
方
を
し
、
両
人
は
結
ば
れ
る
。
宝
暦
末
〜
明
和
末
年
ご
ろ
★
『
あ
ん
ぽ
ん
た
ん
』（
三
巻
、
富
川
房
信
画
、
奥
村
板
か
注
４
）
↓
正
直
爺
丹
右
衛
門
の
致
富
譚
。
数
種
の
短
い
話
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
い
る
。
丹
右
衛
門
の
妻
が
川
で
拾
っ
た
茗
荷
を
夫
婦
で
食
し
、
若
返
っ
た
二
人
の
間
に
息
子
丹
七
が
誕
生
す
る
。
丹
七
は
桃
太
郎
に
倣
っ
て
鬼
が
島
に
旅
立
つ
。
明
和
五
年
（
一
七
六
四
）
●
『
風
流
／
桃
太
郎
柿
太
郎
／
勇
力
競
』（
三
巻
、
画
作
者
未
詳
、
鶴
屋
板
注
５
）
↓
正
直
夫
婦
と
邪
険
の
夫
婦
が
川
で
そ
れ
ぞ
れ
桃
と
柿
を
拾
っ
て
食
し
、
若
返
っ
た
結
果
桃
太
郎
と
柿
太
郎
が
誕
生
す
る
。
柿
太
郎
は
桃
太
郎
に
先
ん
じ
て
蛙
・
烏
・
蟹
を
供
に
鬼
が
島
に
乗
り
込
む
が
、
生
け
捕
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
後
か
ら
猿
・
犬
・
雉
を
供
に
や
っ
て
き
た
桃
太
郎
は
、
鬼
を
退
治
し
、
財
宝
を
手
に
入
れ
て
帰
郷
す
る
。
柿
太
郎
は
非
礼
を
わ
び
て
桃
太
郎
の
家
来
と
な
る
。
明
和
七
年
（
一
七
六
六
）
★
『
昔
噺
／
祖
父
と
婆
々
』（
三
巻
、
鳥
居
清
経
画
、
村
田
屋
板
注
６
）
↓
川
を
流
れ
て
き
た
南
瓜
を
爺
婆
が
食
し
、
男
女
の
双
子
千
太
―３６―
郎
・
お
き
み
が
誕
生
す
る
。
千
太
郎
は
鬼
が
島
で
鬼
を
退
治
し
て
財
宝
を
手
に
入
れ
、
お
き
み
は
改
名
し
て
笠
森
お
せ
ん
と
な
る
。
刊
年
未
詳
（
黒
本
青
本
）
●
『
桃
太
郎
後
日
合
戦
』（
四
巻
、
画
作
者
・
板
元
未
詳
）
↓
後
日
譚
。
桃
太
郎
の
息
子
桃
太
郎
は
、
桃
井
と
い
う
娘
に
ほ
れ
、
山
中
屋
金
太
郎
を
は
じ
め
五
人
の
子
供
の
協
力
を
得
て
手
に
入
れ
、
幡
髄
長
兵
衛
の
元
に
身
を
寄
せ
、
祝
言
を
挙
げ
る
。
そ
の
後
、
桃
井
の
元
に
変
化
が
現
れ
、
桃
太
郎
は
弟
桃
次
郎
や
五
人
の
子
供
、
猿
、
犬
、
雉
と
共
に
鬼
が
島
に
向
か
う
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
●
『
風
流
／
桃
太
郎
手
柄
話
』（
三
巻
、
画
作
者
不
明
、
伊
勢
幸
板
）
↓
桃
を
授
け
ら
れ
る
夢
を
見
て
懐
胎
し
た
女
か
ら
生
ま
れ
た
桃
太
郎
が
、
猿
・
犬
・
雉
を
伴
っ
て
、
人
か
ら
生
ま
れ
捨
て
ら
れ
た
鬼
の
子
悪
童
子
を
退
治
す
る
。
★
『
往
古
新
口
／
桃
登
酒
雀
道
成
寺
』（
二
巻
、
鳥
居
清
経
画
、
松
村
板
）
↓
猿
が
蟹
・
臼
・
栗
等
に
襲
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
雉
が
現
れ
、
か
つ
て
仲
間
で
あ
っ
た
縁
か
ら
助
命
を
願
い
出
る
場
面
が
あ
る
。
★
『
む
か
し


さ
る
と
か
に
』（
二
巻
、
鳥
居
清
経
画
、
村
田
屋
板
）
↓
蟹
が
猿
に
仕
返
し
を
し
よ
う
と
す
る
場
面
に
、「
こ
れ
は
昔
、
鬼
が
島
へ
桃
太
郎
と
い
う
日
本
一
の
き
び
だ
ん
こ
と
い
ふ
を
こ
し
ら
へ
て
手
柄
を
い
た
し
、
我
々
も
そ
の
よ
ふ
に
い
た
し
、
四
国
へ
渡
り
ま
せ
ふ
」
と
あ
る
。
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
○
『
再
板
／
桃
太
郎
昔
語
』（
二
巻
、
西
村
重
信
画
、
鱗
形
屋
板
注
７
）
↓
「
桃
太
郎
」
の
基
本
の
形
に
忠
実
な
も
の
。
冒
頭
に
火
鉢
を
囲
ん
だ
少
年
た
ち
の
図
が
入
る
。
●
『
桃
太
郎
後
日
噺
』（
二
巻
、
朋
誠
喜
三
二
作
、
恋
川
春
町
画
、
鱗
形
屋
板
注
８
）
↓
後
日
譚
。
十
六
歳
の
桃
太
郎
は
、
鬼
が
島
か
ら
白
鬼
を
連
れ
帰
る
。
白
鬼
と
猿
は
、
桃
太
郎
と
共
に
元
服
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
世
風
の
身
な
り
に
な
る
。
下
女
の
お
福
は
鬼
七
に
惚
れ
る
が
、
猿
六
は
横
恋
慕
す
る
。
●
『
桃
太
郎
か
ん
こ
の
鳥
』（
三
巻
、
富
川
吟
雪
画
、
西
村
屋
板
）
↓
桃
を
食
べ
て
若
返
っ
た
爺
婆
が
桃
の
木
の
根
元
で
子
供
を
見
つ
け
、
桃
太
郎
と
名
付
け
る
。
大
力
の
桃
太
郎
は
鶏
・
猿
・
犬
と
共
に
鬼
が
島
へ
か
ん
こ
の
太
鼓
を
取
り
返
し
に
行
く
。
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
★
『
安
永
七
郎
犬
福
帳
』（
二
巻
、
物
愚
斎
於
連
作
、
蘭
徳
斎
春
童
画
、
鱗
形
屋
板
）
―３７―
↓
後
日
譚
。
鬼
が
島
退
治
の
武
勲
に
よ
っ
て
桃
太
郎
は
武
士
に
と
り
た
て
ら
れ
、
犬
も
安
永
七
郎
の
名
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
ね
た
ん
だ
猿
は
、
雉
と
共
に
騒
動
を
起
こ
す
。
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
●
『
桃
太
郎
元
服
姿
』（
二
巻
、
市
場
通
笑
作
、
鳥
居
清
長
画
、
奥
村
屋
板
）
↓
後
日
譚
。
桃
太
郎
に
財
宝
を
奪
わ
れ
た
鬼
た
ち
は
、
取
り
戻
そ
う
と
赤
鬼
の
娘
お
き
よ
を
間
者
と
し
て
送
り
込
む
。
し
か
し
、
お
き
よ
は
桃
太
郎
に
懸
想
し
て
し
ま
う
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
●
『
桃
太
郎
宝
噺
』（
三
巻
、
北
尾
政
美
画
、
村
田
屋
板
）
↓
桃
太
郎
の
後
裔
が
宝
を
売
り
払
っ
た
金
で
吉
原
通
い
を
し
、
無
一
文
に
な
る
。
遊
女
と
隠
れ
蓑
笠
を
被
っ
て
駆
け
落
ち
す
る
が
失
敗
し
、
見
世
物
小
屋
に
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
●
『
十
二
支
鼠
桃
太
郎
』（
三
巻
、
文
渓
堂
作
、
北
尾
政
美
画
、
岩
戸
屋
板
）
↓
白
鼠
の
夫
婦
が
子
宝
を
願
っ
て
大
黒
天
に
祈
願
し
、
庭
の
桃
を
食
し
て
懐
胎
し
、
桃
太
郎
が
誕
生
す
る
。
桃
太
郎
は
大
黒
天
の
告
げ
に
従
っ
て
未
・
申
・
酉
等
の
十
二
支
を
伴
い
、
猫
又
を
退
治
す
る
。
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
○
『
桃
太
郎
一
代
記
』（
五
巻
、
北
尾
政
美
画
、
村
田
屋
板
注
９
）
↓
桃
太
郎
が
鬼
が
島
に
鬼
退
治
に
出
か
け
る
が
、
鬼
た
ち
の
手
許
に
は
財
宝
が
無
い
。
そ
こ
で
桃
太
郎
一
行
は
鬼
ヶ
島
の
両
国
で
鬼
娘
と
船
遊
び
を
し
、
色
里
見
物
の
後
、
財
宝
を
手
に
入
れ
て
故
郷
に
帰
る
。
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
●
『
昔
咄
し
虚
言
桃
太
郎
』（
三
巻
、
伊
庭
可
笑
作
、
鳥
居
清
長
画
、
岩
戸
屋
板
注
１０
）
↓
後
日
譚
。
桃
太
郎
・
舌
切
雀
・
浦
島
太
郎
・
花
咲
爺
を
綯
い
交
ぜ
に
す
る
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
★
『
現
金
猿
が
餅
』（
二
巻
、
市
場
通
笑
作
、
松
村
板
）
↓
後
日
譚
。
桃
太
郎
の
鬼
が
島
退
治
か
ら
帰
っ
た
犬
は
、
酒
屋
を
始
め
る
が
、
貸
し
倒
れ
に
泣
く
。
そ
れ
を
見
た
猿
は
、
現
金
商
売
の
餅
屋
を
始
め
る
。
★
『
能
息
子
内
栄
』（
三
巻
、
市
場
通
笑
作
、
奥
村
屋
板
）
↓
桃
を
食
べ
て
若
返
っ
た
茂
平
夫
婦
の
子
茂
太
郎
は
、
後
に
太
郎
吉
と
改
名
し
て
仲
間
と
共
に
伊
勢
参
り
に
旅
立
つ
。
島
原
に
立
ち
寄
り
揚
げ
詰
め
と
な
っ
た
太
郎
吉
は
、
遊
女
白
玉
を
身
請
け
し
、
子
を
桃
太
郎
と
名
付
け
る
。
★
『
押
懸
竜
宮
の
御
客
』（
三
巻
、
三
越
乳
堂
百
川
作
、
古
面
堂
未
通
画
、
松
村
板
）
↓
桃
太
郎
の
子
で
医
者
の
玉
庵
が
龍
宮
を
訪
ね
る
。
桃
太
郎
・
―３８―
浦
島
太
郎
・
海
彦
山
彦
・
猿
の
生
き
肝
・
面
向
不
背
玉
を
綯
い
交
ぜ
に
す
る
。
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
●
『
親
動
性
桃
太
郎
』（
三
巻
、
芝
全
交
作
、
鳥
居
清
長
画
、
鶴
屋
板
）
↓
後
日
譚
。
桃
太
郎
の
妻
お
柿
が
川
で
拾
っ
た
梅
干
し
か
ら
年
老
い
た
梅
干
爺
が
生
ま
れ
、
夫
婦
は
父
親
と
し
て
養
育
す
る
。
●
『
歳
々
花
似
当
年
積
而
／
八
代
目
桃
太
郎
』（
三
巻
、
古
川
三
蝶
作
・
画
、
伊
勢
治
板
）
↓
桃
太
郎
の
八
代
目
に
あ
た
る
桃
八
は
、
家
宝
の
打
出
の
小
槌
を
百
両
で
大
名
に
売
り
、
贋
物
だ
と
し
て
捕
ら
わ
れ
る
。
そ
こ
に
大
黒
天
が
現
れ
、
本
物
の
小
槌
と
取
り
替
え
、
結
局
八
百
両
の
買
い
上
げ
と
な
る
。
桃
太
郎
は
大
黒
天
を
篤
く
信
仰
す
る
。
★
『
桃
太
郎
再
駈
』（
二
巻
、
朋
誠
堂
喜
三
二
作
、
恋
川
春
町
画
、
鱗
形
屋
板
注
１１
）
↓
後
日
譚
。
鬼
が
島
か
ら
帰
っ
た
桃
太
郎
は
、
手
に
入
れ
た
財
宝
を
見
世
物
に
す
る
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
●
『
金
太
郎
桃
太
郎
／
昔
々
噺
問
屋
』（
一
巻
、
恋
川
好
町
作
、
北
尾
政
美
画
、
蔦
屋
板
）
↓
後
日
譚
。
金
太
郎
・
桃
太
郎
両
人
が
鬼
退
治
か
ら
帰
り
、
葛
籠
を
開
け
る
と
化
物
と
七
福
神
が
現
れ
る
。
花
咲
爺
・
舌
切
雀
等
昔
話
の
主
人
公
の
吹
き
寄
せ
。
★
『
爺
山
柴
刈
婆
川
洗
濯
／
鬼
崛
大
通
話
』（
三
巻
、
朋
誠
堂
喜
三
二
作
、
喜
多
川
行
麿
画
、
蔦
屋
板
）
↓
桃
太
郎
・
酒
呑
童
子
・
久
米
仙
人
等
を
綯
い
交
ぜ
に
す
る
。
鳥
山
検
校
の
松
葉
屋
瀬
川
落
籍
の
一
件
を
踏
ま
え
る
。
★
『
鬼
通
意
嘘
嶌
物
語
』（
三
巻
、
信
鮒
作
、
旭
光
画
、
伊
勢
治
板
）
↓
川
か
ら
芋
を
拾
っ
て
食
べ
た
爺
が
若
返
り
、
妻
と
の
間
に
芋
太
郎
が
生
ま
れ
る
。
芋
太
郎
は
親
に
勘
当
さ
れ
、
猫
・
狐
・
狸
を
伴
っ
て
鬼
ヶ
島
に
渡
る
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
★
『
昔
語
鬼
十
八
』
刊
行
か
※
安
永
八
『
桃
太
郎
元
服
姿
』
の
改
題
再
摺
本
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
★
『
海
中
箱
入
姫
』（
三
巻
、
七
珍
万
宝
作
、
北
尾
政
美
画
、
西
宮
板
）
↓
桃
太
郎
・
浦
島
太
郎
・
玉
取
り
・
俵
藤
太
を
綯
い
交
ぜ
に
し
、
龍
宮
に
ち
な
ん
だ
話
を
吹
き
寄
せ
た
も
の
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
●
『
桃
太
郎
昔
日
記
』（
三
巻
、
北
尾
政
治
美
画
、
村
田
屋
板
）
↓
桃
太
郎
・
舌
切
雀
を
綯
い
交
ぜ
に
す
る
。
―３９―
★
『
大
福
帳
点
雉
犬
狐
』
※
『
安
永
七
郎
犬
福
帳
』
の
改
題
再
摺
本
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
●
『
山
入
桃
太
郎
昔
噺
』（
三
巻
、
菊
舟
画
、
村
田
屋
板
）
↓
後
日
譚
。
桃
太
郎
の
近
村
に
住
む
百
姓
福
兵
衛
が
猿
・
犬
・
雉
の
夢
を
み
て
、
三
つ
子
を
得
る
。
後
に
三
つ
子
は
桃
太
郎
と
共
に
大
江
山
の
鬼
退
治
に
出
掛
け
る
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
●
『
昔
々
／
桃
太
郎
発
端
話
説
』（
三
巻
、
山
東
京
伝
作
、
勝
川
春
朗
画
、
蔦
屋
板
注
１２
）
↓
桃
太
郎
・
舌
切
雀
等
を
綯
い
交
ぜ
に
す
る
。
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
●
『
桃
太
郎
大
江
山
入
』（
三
巻
、
桜
川
慈
悲
成
作
、
歌
川
豊
国
画
、
西
村
屋
板
）
↓
桃
太
郎
と
坂
田
金
時
の
大
江
山
鬼
退
治
を
綯
い
交
ぜ
に
す
る
。
十
二
歳
の
桃
太
郎
が
伊
勢
参
り
に
出
発
し
、
犬
・
猿
・
猪
・
熊
・
雉
等
を
供
に
し
て
ゆ
く
。
★
『
桃
食
三
人
子
宝
噺
』（
二
巻
、
市
場
通
笑
作
、
栄
松
斎
長
喜
画
、
村
田
屋
板
）
↓
桃
太
郎
と
金
太
郎
が
一
緒
に
化
物
退
治
を
す
る
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
★
『
め
り
や
す
長
う
た
／
二
文
字
鬼
角
文
字
』（
二
巻
、
桜
川
慈
悲
成
作
、
歌
川
豊
国
画
、
西
村
屋
板
）
↓
後
日
譚
。
二
度
の
桃
太
郎
来
訪
で
虎
皮
の
褌
を
奪
わ
れ
た
鬼
た
ち
は
猫
皮
の
褌
を
締
め
る
こ
と
と
な
り
、
め
り
や
す
・
長
唄
が
流
行
す
る
。
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
●
『
桃
太
郎
後
日
物
語
／
初
宝
鬼
島
台
』（
二
巻
、
十
返
舎
一
九
作
、
北
尾
重
政
画
、
西
村
屋
板
）
↓
後
日
譚
。
桃
太
郎
が
今
年
も
変
わ
ら
ず
鬼
が
島
へ
行
く
と
、
洒
落
の
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
。
桃
太
郎
は
、
鬼
た
ち
が
体
の
色
を
流
行
色
に
染
め
た
り
、
虎
皮
の
褌
を
越
中
縮
緬
に
し
て
い
る
の
を
見
て
再
び
退
治
し
、
元
の
姿
に
戻
す
。
改
心
し
た
鬼
は
鬼
の
念
仏
姿
と
な
る
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
○
『
御
子
様
が
た
御
の
ぞ
み
に
付
／
昔
話
桃
太
郎
伝
』（
三
巻
、
百
済
画
、
南
杣
笑
楚
満
人
作
、
西
村
屋
板
）
↓
「
桃
太
郎
」
の
基
本
の
形
に
ほ
ぼ
忠
実
な
も
の
。
二
考
察
右
に
挙
げ
た
草
双
紙
を
通
観
し
て
み
る
と
、
全
般
的
に
、「
桃
太
郎
」
の
基
本
の
形
を
あ
る
程
度
残
し
た
上
で
様
々
な
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
―４０―
そ
の
主
な
方
法
は
、
桃
太
郎
と
同
様
に
赤
本
の
題
材
と
な
っ
て
い
る
「
舌
切
雀
」
や
「
花
咲
爺
」
と
い
っ
た
昔
話
の
世
界
を
複
数
綯
い
交
ぜ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
挙
げ
た
限
り
で
は
黄
表
紙
の
例
に
限
ら
れ
て
お
り
、
黒
本
青
本
に
は
み
ら
れ
な
い
。
一
方
、
黒
本
青
本
の
手
法
は
、
天
明
期
の
黄
表
紙
の
よ
う
に
多
数
の
異
な
る
世
界
を
綯
い
交
ぜ
る
と
い
っ
た
手
法
は
と
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
や
は
り
他
文
芸
の
摂
取
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、『
百
太
老
寿
草
紙
』
は
、
作
品
冒
頭
で
猿
を
使
っ
て
盗
み
を
働
く
「
う
つ
ぼ
屋
武
清
治
」
と
い
う
人
物
が
登
場
し
、
五
喜
平
と
悪
事
を
企
む
。
す
ぐ
に
武
清
治
は
捕
ま
り
、
五
喜
平
は
猿
を
連
れ
て
故
郷
に
逃
げ
帰
る
が
、
こ
の
挿
話
は
何
か
し
ら
の
典
拠
が
あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
、
桃
園
が
身
を
や
つ
し
た
惟
盛
と
恋
仲
に
な
る
と
い
う
場
面
は
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
大
坂
竹
本
座
初
演
の
浄
瑠
璃
「
義
経
千
本
桜
」
に
依
る
も
の
で
、
江
戸
で
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
年
外
記
座
で
の
上
演
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
義
経
千
本
桜
」
の
摂
取
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
浄
瑠
璃
上
演
と
の
関
係
を
明
確
に
し
難
い
も
の
の
、
江
戸
で
の
上
演
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
明
和
七
年
刊
の
『
昔
噺
／
祖
父
と
婆
々
』
に
は
、
そ
の
こ
ろ
評
判
で
あ
っ
た
笠
森
お
せ
ん
が
登
場
す
る
。
こ
れ
に
は
明
ら
か
に
当
時
の
流
行
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
意
図
が
み
ら
れ
る
。
笠
森
お
せ
ん
の
評
判
や
明
和
七
年
二
月
の
お
せ
ん
出
奔
騒
動
、
そ
の
際
に
生
ま
れ
た
「
と
ん
だ
茶
釜
が
薬
鑵
に
化
け
た
」
と
い
う
流
行
語
な
ど
を
作
品
の
趣
向
に
用
い
た
草
双
紙
は
、
他
に
も
確
認
さ
れ
注
１３
、
黒
本
青
本
が
時
事
的
な
も
の
を
作
中
に
取
り
込
む
性
質
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
例
は
、
鬼
が
本
田
髷
を
し
た
り
（『
桃
太
郎
後
日
噺
』）、
め
り
や
す
・
長
唄
を
う
た
っ
た
り
（『
め
り
や
す
長
う
た
／
二
文
字
鬼
角
文
字
』）、
越
中
縮
緬
の
褌
を
締
め
る
（『
桃
太
郎
後
日
物
語
／
初
宝
鬼
島
台
』）
の
と
は
趣
が
異
な
る
が
、
趣
向
に
差
は
あ
れ
、
既
存
の
文
芸
に
い
か
に
新
た
な
要
素
を
加
え
て
変
化
を
持
た
せ
る
か
と
い
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
は
、
黒
本
青
本
も
黄
表
紙
も
変
わ
り
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
黄
表
紙
を
取
り
上
げ
る
際
、
諧
謔
性
や
う
が
ち
と
い
っ
た
黄
表
紙
な
ら
で
は
の
特
質
が
み
ら
れ
な
い
作
品
に
つ
い
て
、
黒
本
風
で
あ
る
と
か
、
黄
表
紙
ら
し
く
な
い
と
い
っ
た
評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
作
品
は
黒
本
青
本
か
ら
の
草
双
紙
の
流
れ
を
穏
当
に
受
け
継
い
だ
作
品
だ
と
も
い
え
、
赤
本
以
来
の
草
双
紙
の
流
れ
の
中
で
は
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
「
草
双
紙
ら
し
い
」
と
評
価
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
作
品
が
長
き
に
亘
っ
て
新
た
に
作
り
出
さ
れ
、
刊
行
さ
れ
続
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
読
者
側
の
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
昔
噺
／
祖
父
と
婆
々
』
の
冒
頭
に
、「
む
か
し


ぢ
ゝ
は
山
へ
し
ば
か
り
に
ば
ゝ
は
川
へ
せ
ん
た
く
に
ひ
さ
し
い
も
の
と
御
―４１―
わ
ら
い
も
か
え
り
み
づ
ふ
る
き
所
は
せ
ん
た
く
を
い
た
し
あ
ら
い
な
が
し
て
あ
ら
た
ま
の
は
る
の
は
し
め
の
御
わ
ら
い
く
さ
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、「
桃
太
郎
」
で
は
あ
り
き
た
り
で
新
鮮
味
が
な
い
の
で
、
桃
を
南
瓜
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
趣
向
と
す
る
と
い
っ
た
趣
旨
が
窺
わ
れ
る
。
「
桃
太
郎
」
を
初
め
と
す
る
昔
話
の
世
界
を
あ
り
き
た
り
、
つ
ま
り
な
じ
み
深
い
も
の
と
捉
え
る
方
法
は
黄
表
紙
に
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
昔
々
／
桃
太
郎
発
端
話
説
』
に
は
「
こ
ど
も
し
ゆ
御
ぞ
ん
じ
の
お
に
が
し
ま
い
ぬ
さ
る
き
じ
が
ち
う
し
ん
は
な
し
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
既
に
先
学
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
子
供
衆
御
存
じ
の
」
と
か
「
お
子
様
方
お
な
じ
み
の
」
と
い
っ
た
言
い
回
し
は
、
黄
表
紙
で
の
常
套
句
で
実
際
の
読
者
そ
の
も
の
を
指
す
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
本
当
に
、
子
供
だ
っ
た
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
、
か
つ
て
子
供
で
あ
っ
た
大
人
も
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
る
「
桃
太
郎
」、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
赤
本
が
ど
の
よ
う
な
形
で
享
受
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
点
も
多
い
が
、
木
村
八
重
子
氏
に
よ
っ
て
、
現
存
の
草
双
紙
の
中
に
「
既
に
あ
る
版
木
を
用
い
て
摺
刷
し
、
極
端
な
例
で
は
殆
ど
読
む
に
耐
え
な
い
ほ
ど
の
作
品
も
あ
」
る
こ
と
、
そ
れ
は
「
版
木
が
そ
の
よ
う
に
摩
滅
す
る
ま
で
享
受
者
に
支
持
さ
れ
た
証
拠
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
注
１４
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
桃
太
郎
」
も
ま
た
、
基
本
の
形
に
忠
実
な
赤
本
の
よ
う
な
作
品
に
つ
い
て
は
、「
享
受
者
に
支
持
さ
れ
た
」
作
品
に
該
当
す
る
も
の
で
、
再
摺
が
繰
り
返
さ
れ
、
長
年
に
亘
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
基
本
に
忠
実
な
形
の
「
桃
太
郎
」
は
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
々
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
土
壌
の
上
に
一
連
の
、
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
「
桃
太
郎
」
物
草
双
紙
が
成
り
立
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
今
回
は
「
桃
太
郎
」
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
が
、
他
に
も
内
ケ
崎
氏
が
「
五
大
昔
話
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
嫁
入
物
、
化
け
物
種
な
ど
初
期
草
双
紙
に
お
い
て
頻
繁
に
材
に
採
ら
れ
た
世
界
が
、
そ
の
後
の
草
双
紙
で
も
題
材
や
趣
向
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
が
い
か
に
活
用
さ
れ
た
の
か
を
追
い
、
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
草
双
紙
の
実
態
を
編
年
的
に
追
う
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
。
現
時
点
で
の
印
象
と
し
て
は
、
担
当
画
作
者
な
ど
に
偏
り
が
あ
り
、
初
期
草
双
紙
に
頻
用
さ
れ
た
事
物
を
好
ん
で
用
い
た
特
定
の
作
者
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
調
査
対
象
は
先
行
研
究
で
影
印
・
翻
刻
さ
れ
―４２―
た
も
の
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
確
証
は
な
い
。
今
後
、
作
者
の
発
表
作
品
数
や
当
時
の
発
行
部
数
、
現
在
の
残
存
数
な
ど
の
問
題
を
踏
ま
え
た
上
で
、
様
々
な
作
品
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
注
１
他
に
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
刊
『
又
焼
直
鉢
冠
姫
／
稗
史
億
説
年
代
記
』（
式
亭
三
馬
作
・
画
、
西
宮
板
）
等
が
あ
る
。
２
拙
稿
「
草
双
紙
に
お
け
る
流
行
語
の
位
置
」（『
近
世
文
芸
』
第
六
十
八
号
、
平
成
十
年
六
月
）
参
照
。
３
拙
稿
「
明
和
三
年
鱗
形
屋
板
草
双
紙
に
関
す
る
検
討
」（『
実
践
国
文
学
』
第
七
十
三
号
、
平
成
二
十
年
三
月
）
参
照
。
４
勝
田
敏
勝
「『
あ
ん
ぽ
ん
た
ん
』（
黒
本
）
翻
字
と
解
説
」
（『
叢
』
第
二
号
、
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
）、『
江
戸
の
絵
本

』
（
昭
和
六
十
二
年
、
国
書
刊
行
会
）
５
徳
永
結
美
「『
風
流
／
桃
太
郎
柿
太
郎
／
勇
力
競
』」（『
叢
』
第
二
十
七
号
、
平
成
十
八
年
二
月
）
６
有
働
裕
「『
昔
噺
／
祖
父
と
婆
々
』
に
つ
い
て
」（『
叢
』
第
十
三
号
、
平
成
二
年
七
月
）
７
服
部
康
子
「『
再
板
／
桃
太
郎
昔
語
』
に
つ
い
て
」（『
叢
』
創
刊
号
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
）、『
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集
江
戸
篇
』
（
平
成
元
年
、
国
書
刊
行
会
）、『
江
戸
の
絵
本

』（
平
成
元
年
、
国
書
刊
行
会
）
８
『
江
戸
の
戯
作
絵
本
（
一
）』（
現
代
教
養
文
庫
、
昭
和
五
十
五
年
、
社
会
思
想
社
）
所
収
。
９
内
ケ
崎
有
里
子
「『
桃
太
郎
一
代
記
』
に
つ
い
て
」（『
叢
』
第
十
七
号
、
平
成
七
年
五
月
）、『
江
戸
期
昔
話
絵
本
の
研
究
と
資
料
』
１０
笹
本
ま
り
子
「『
昔
咄
し
虚
言
桃
太
郎
』
に
つ
い
て
」（『
叢
』
第
二
十
七
号
）
１１
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
（
未
見
）。『
黄
表
紙
総
覧
』
他
参
照
。
１２
『
山
東
京
傳
全
集
第
三
巻
黄
表
紙
３
』（
平
成
十
三
年
、
ぺ
り
か
ん
社
）
他
所
収
。
１３
拙
稿
「
富
川
房
信
画
『
と
ん
だ
茶
釜
』
考
」（『
実
践
国
文
学
』
第
六
十
号
、
平
成
十
三
年
十
月
）
参
照
。
１４
「「
日
本
小
説
年
表
」
考
黒
本
・
青
本
を
中
心
に
」（『
江
戸
文
学
』
第
十
五
号
、
平
成
十
二
年
五
月
、
ぺ
り
か
ん
社
）
参
照
。
他
に
、『
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集
江
戸
篇
』
に
、「
内
容
に
時
代
性
を
盛
り
込
ま
な
い
素
朴
な
作
品
、
ま
た
は
繰
り
返
し
上
演
す
る
演
目
の
筋
書
き
な
ど
は
、
内
容
と
し
て
寿
命
が
長
い
か
ら
、
版
木
の
保
管
が
万
全
で
あ
れ
ば
、
五
十
年
と
見
積
も
っ
て
も
、
初
期
の
版
木
で
享
保
（
一
七
六
一
―
三
六
）
初
年
、
末
期
の
版
木
で
寛
政
（
一
七
八
九
―
一
八
〇
一
）
末
年
ま
で
使
用
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
（
ま
つ
ば
ら
の
り
こ
・
実
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
実
践
女
子
大
学
大
学
院
博
士
課
程
平
成
十
四
年
度
単
位
取
得
満
期
退
学
）
―４３―
